
　「松江八束市町村合併と簡易水道統合計画」
                                            松江八束市町村合併：平成17年（2005年）

　平成17年3月31日、松江市及び八束郡8市町村が合併し、人口規模20万人の新松江市
が誕生した。
　これに伴い、松江市は上水道３認可事業、簡易水道33認可事業、小規模水道2施設
を所管することとなった。
　簡易水道については、平成19年度に国庫補助制度が見直され、基本的に同一行政区
域内に上水道と簡易水道が存在する場合、平成28年度末までに簡易水道を上水道に統
合する計画を策定し、厚生労働省の承認を得た場合に限り、新たな国庫補助を認める
内容であった。
　このため、松江市では、平成20年8月に簡易水道統合計画書を厚生労働大臣に提出
し、簡易水道地区での尾原ダムからの受水関連事業を国庫補助事業として着工した。

本庄簡易水道 川部浄水場 上講武簡易水道 上講武浄水場 野波簡易水道 新小波配水池

美保関中央簡易水道 新片江浄水場

八束町簡易水道 大塚山配水池

和名佐小林簡易水道 和名佐浄水場 大谷別所簡易水道 大谷浄水場 八雲簡易水道 折原配水池


